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本
崇

『
法
界
観
門
通
玄
記
』
に

つ
い
て

ー
華
厳
復
興
期

の
教
観
、井
修
論
を
中
心
と
し
て
ー

吉

田

剛

一

前
言

禅
宗

の
台
頭
す
る
宋
代
の
仏
教
で
は
、
い
わ
ゆ
る
教
外
別
伝

・
不
立
文
字
を
唱
え
禅
観

の
み
を
専
ら
修
し
て
教
学
を
あ
ま
り
顧
み
な

い

流
れ
と
、
そ
れ
に
対
し
、
教
観
井
修

の
立
場
を
唱
え
る
流
れ
と
が
あ
る
。
教
観
井
修

(ま
た
は
教
禅
井
修
)
の
立
場

は
、
教
と
禅
と
を
会

通
さ

せ
る
宗
密
流
の
教
禅

一
致
思
想
か
ら
さ
ら
に
発
展
し
て
、
教
学
と
禅
観
と
の
何
方
に
も
偏
ら
ず
修
行
す
る
こ
と
を
強
く
主
張
す
る
も

の
で
あ
り
、
北
宋
初
期
に
復
興
し
隆
盛
し
て
い
た
天
台
教
学
が
誇
る
教
観
双
美

・
教
観
相
依

の
立
場
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
北
宋
代
に
お
い
て
は
、
教
学
と
し
て
は
天
台
と
華
厳

の
勢
力
が
強
く
、
教
と
言
え
ば
概
ね
そ
の
ど
ち
ら

か
を
指
す
場
合
が
多

い
と

い

っ
て
差
し
支
え
な

い
が
、
祖
統
や
法
系
は
か
な
り
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
に
比
べ
て
宗
派
意
識
は
弱
い
。
北
宋
初

期
の
段
階
で
は
い
ち
早
く
復
興
を
遂
げ
た
天
台
学
派

の
勢
力
が
圧
倒
的
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
宗
派
を
越
え
て
混
修
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ

る
。
天
台
中
興
の
祖
と
称
さ
れ
る
螺
渓
義
寂

(義
寂
)
が

『妄
尽
還
源
観
』
『法
界
観
門
』
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
な
ど
華
厳
の
典
籍

　
　

　

を
講
じ
て
い
た
こ
と
も
、
そ
の

一
例
で
あ
る
。
教
家
に
お
い
て
宗
派
意
識
が
明
確
に
現
れ
て
く
る
の
は
、
天
台
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
山
家

・

山
外
論
争

の
生
じ
た
頃
を
境
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
最
中
に
華
厳
学
派
が
復
興
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
立

て
役
者
で
あ
り
華
厳
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中
興
教
主
と
称
さ
れ
た
晋
水
浄
源

(
一
〇

=

～

一
〇
八
八
)
の
世
代
ま
で
は
、
天
台
教
学
で
言
わ
れ
る
三
止
三
観
や
三
諦
円
融
な
ど
の

　　
　

思
想

を
や
は
り
自
然
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
宋
代
の
華
厳
学
派
で
教
観
井
修
を
い
う
場
合
、
観
と
は
主

に
中
国
華
厳
宗

の
初
祖

杜
順
集
と
さ
れ
る

『法
界
観
門
』
を
指
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
れ
は
、
思
想
界
全
般
に
お
い
て

『
法
界
観
門
』
が
広

い
影
響
力
を
も

っ

て
い
た
こ
と
と
も
関
係
が
深
い
。
た
と
え
ば
、
程
願

(程
伊
川
、

一
〇
三
三
～

一
一
〇
七
)
が
彼
の
思
想
的
特
徴
を
担
う

「理

一
」
を
説

　　
　

明
す
る
際
、
『法
界
観
門
』
に
よ

っ
て
説
明
し
て
い
る
な
ど
も
、
そ
の

一
例
で
あ
る
。
か
か
る

『法
界
観
門
』

の
影
響
力

の
強
さ
に
伴

い
、

唐
末
か
ら
宋
代
に
か
け
て
は

『法
界
観
門
』
の
注
釈
書
が
多
く
書
か
れ
た

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
本
崇
の

『法
界
観
門
通
玄
記
』
三
巻

(以
下

『
通
玄
記
』
と
略
)
を
取
り
上
げ
る
。
本
書
は

『法
界
観
門
』
に
注
し
て
五

祖
宗
密
が
著
し
た

『註
法
界
観
門
』
に
対
す
る
随
文
解
釈
で
あ
る
。
著
者
で
あ
る
本
崇
は
浄
源
と
時
代
を
接
す
る

人
で
、
教
観
井
修
の
立

場
を
と

っ
て
お
り
、
復
興
期

の
華
厳
教
学

の
あ
り
よ
う
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
る
資
料
で
あ
る
。

本
書
は
、
凝
然
の

『華
厳
宗
経
論
章
疏
目
録
』
に

「同

(法
界
)
観
通
玄
記
三
巻

本
崇
述
」
と
あ
り
、
謙
順

『
増
補
諸
宗
章
疏
録
』

巻

二
に
も

「法
界
観
通
玄
記
三
巻

本
崇
述
」
と
あ
る
が
、
い
ず
れ

の
大
蔵
経
に
も
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
従
来
未
見
の
稀
襯
書
で
あ
る
。

現
在

、
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
宋
版
と
明
版
と
の
二
種
で
あ
る
。

ま
ず
、
宋
版
は
京
都
栂
尾
高
山
寺
所
蔵
で
、
昭
和
九
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
常
盤
大
定
氏
が
調
査
し
た
際
は
、
巻
中

・
下
の
二
巻
が
善

本
と
し
て
存
し
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
年
代
に
行
わ
れ
た
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団

の
報
告
に
よ
る
と
、
巻
中

は
尾
欠
、
下
巻
は
首

　　
　

二
紙

の
み
存
す
る
と
あ
り
、
僅
か
三
十
年

の
間
に
か
な
り
散
侠
し
た
こ
と
が
判
る
。

次
に
、
明
版
は
立
正
大
学
図
書
館
所
蔵
の
上

・
中

二
巻
で
あ
る
。
同
図
書
館
に
は
、
中
国
明
代
か
ら
清
初
に
か
け

て
印
造
さ
れ
た
南
京

報
恩
寺
版
大
蔵
経

(南
蔵
)
の

一
部

(二
六
八
部
五
五
八
巻
)
、
お
よ
び
、
こ
れ
と
共
に
寄
贈
さ
れ
た
明
代

の
単
刻
仏
典
八
〇
帖
ほ
ど

(
一

部
写
本
と
清
版
を
含
む
)
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
単
刻
仏
典

の
中
に

『
通
玄
記
』
三
巻

の
う
ち
、
巻
上

・
中

の
二
巻
が
完
全
な
形

で
現
存
し
て
お
り
、
巻
下
は
前
表
紙

の
み
存
し
て
い
る
。
所
蔵
の
単
刻
仏
典
の
内
容
は

『
立
正
大
学
図
書
館
所
蔵

明
版
仏
典
解
題
目
録
』
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(
一
九
九
九
年
三
月
二
五
日
発
行
)
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
、
各
典
籍
に
つ
い
て
は

「主
要
仏
典
解
説
」
と
し
て
、

立
正
大
学
文
学
部
助
手

野
沢
佳
美
氏
に
よ
る
解
説

・
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
て
、
た
い

へ
ん
参
考
に
な
る
。
ま
た
巻
末
に
は
、
そ
の
重
要
性
に
鑑
み
て

『
通
玄
記
』

が
影
印
さ
れ
て
お
り
、
本
書

の
内
容
を
具
さ
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
宋
代
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た

『
法
界
観
門
』
の
注
釈

が
如
何
な
る
形
で
な
さ
れ
て
い
た
か
を

一
層
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
華
厳
学
、
と
り
わ
け
宋
代
を
研
究
し

て
い
る
筆
者
に
と

っ
て

実
に
有
り
難

い
。
公
開
に
踏
み
き

っ
て
く
だ
さ

っ
た
立
正
大
学
図
書
館
と
、
詳
細
な
書
誌
学
的
解
説
を
加
え
て
く

だ
さ

っ
た
手
野
沢
佳
美

氏
に
感
謝
と
敬
意

の
意
を
申
し
上
げ
た
い
。

当
論
文
で
は
、
上
記
の
成
果
を
参
照
し

つ
つ
、
『通
玄
記
』
に
お
け
る
教
学
的
問
題
点
を
通
じ
て
、
北
宋
代
に
お
け
る
華
厳
復
興
当
時
の

状
況
を
見
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
兼
ね

て
、
管
見
に
よ

っ
て
知
り
得
た
こ
と
を
も
と
に
、
本
書
が
宋
代
の
仏
教

に
お
い
て
如
何
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
か
を
幾

つ
か
の
角
度
か
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。

二

著
者
本
崇
に
つ
い
て

著
者

で
あ
る
広
智
大
師
本
崇
は
北
宋
代
の
人
。
ほ
か
に

『華
厳
七
字
経
題
法
界
観
三
十
門
頒
』
(以
下

『
七
字
経
題
三
十
門
頗
』
と
略
)

と
題
す
る
著
作
が
あ
り
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
四
十
五
巻

(Z
o
.一〇〇〇〇α
)
と
大
日
本
卍
続
蔵
経
第

二
套
第
八
輯
第
四

(影
印
本
通
巻
第

一
〇

三
巻

)
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
巻
上
の
冒
頭
に
は
彼
の
略
伝
が
記
さ
れ

て
い
る
。

師
本
京
人
也
。
始
聴
華
嚴
大
経
、
深
通
玄
奥
。
終
歴
諸
祖
輝
林
、
洞
明
宗
旨
。
於
神
宗
元
豊
六
年
甲
子
、
罷
参
隠
嵩
。
少
間
無
壼
居

士
響
師
徳
。
於
元
祐
戊
辰
歳
、
謹
率
群
賢
遽
師
入
京
、
請
講
此
観
、
被
暉
教
二
種
學
徒
、
造
通
玄
記
三
巻
、
剖

文
析
義
、
映
古
奪
今
、

述
七
字
経
題
井
三
十
観
門
頗
、
紀
綱
経
観
節
要
、
顯
出
輝
門
眼
目
。
天
畳
群
賢
皆
展
巻
、
而
時
時
聴
之
。
大
異
其
辮
耳
。
乃
輯
出
疏

帖
、
強
請
出
世
住
開
封
夷
門
大
刹
。
又
奏
特
賜
廣
智
大
師
佳
號
。
後
住
報
本
暉
寺
而
終
焉
。
(大
正
蔵
四
五

・
六
九
二

c
)
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本
崇
は
開
封
の
人
で
、
初
め
華
厳
大
経
を
聴

い
て
深
く
玄
奥
に
通
じ
、
そ
の
後
、
各
地

の
禅
刹
を
歴
遊
し
て
宗
旨
に
洞
明
し
た
。
元
豊

六
年

(
一
〇
八
三
)
、
崇

(河
南
省
登
封
県
)
に
隠
棲
し
、
無
壼
居
士

(張
商
英
)
と
交
流
が
あ

っ
た
。
元
祐
三
年

(
一
〇
八
八
)
、
群
賢

の
要
請
に
応
じ
て
開
封
に
入
り
、
禅
教
二
種
の
学
徒
の
た
め
に

『法
界
観
門
』
を
講
じ
て

『
通
玄
記
』
三
巻
を
造

っ
た
。
ま
た
、
『七
字
経

題
三
十
門
頒
』
を
述
作
し
て

『華
厳
経
』
と

『
法
界
観
門
』
の
節
要
を
紀
綱
し
、
禅
門
の
眼
目
を
顕
出
し
た
。
そ
の
後
、
請
わ
れ
て
開
封

の
夷

門
山
華
厳
寺

の
住
持
と
な
り
、
広
智
大
師

の
号
を
賜
り
、
報
本
禅
寺
に
遷

っ
て
没
し
た
と

い
う
。
こ
の
記
述
に
よ

っ
て
、
本
崇
は
北

宋

の
首
都
開
封
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
や
、
浄
源
と
時
代
を
接
す
る
人
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
の
法

系
は
不
明
で
あ
る
が
、

主
に

『
法
界
観
門
』
を
研
究
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、
諸
方
を
歴
遊
し
て
禅
を
修
め
、
教
禅

一
致

・
教
観
井
修

の
立
場
か
ら

『通
玄
記
』

と

『
七
字
経
題
三
十
門
頒
』
と
を
製
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
立
正
大
学
図
書
館
所
蔵

の
明
版

『
通
玄
記
』
の
上
巻
巻
首
に
は
、
霊
芝
元
照

(
一
〇
四
八
～

=

一
六
)
に
よ
る
大
観
三
年

(
一

一
〇
九
)
の
序
が
付
さ
れ
て
お
り
、
本
崇

の
弟
子
の
東
京
覚
上
人

(未
詳
)
が
開
版
し
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

元
照
の
叙
は

『
芝
園

集
』
に
も
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
他
の
記
述
に
も
見
え
て
い
な
い
が
、
本
崇
と
元
照
と
は
同
時
期

の
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
両
者

の
問

に
何

ら
か
の
交
渉
が
あ

っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

華
嚴
法
界
観
通
玄
記
序

余
杭
霊
芝
蘭
若
繹

元
照

述

華
嚴
浩
傅
、
法
界
包
容
、
杏
絶
迎
随
隻
超
言
象
。
然
既
有
大
経
焉
、
有
観
門
焉
、
有
注
繹
焉
、
語
言
文
宇
。
巳
爲
繁
當
、
而
又
撰
記

砕
科
、
曲
解
盈
干
数
軸
。
吾
恐
名
相
、
支
離
理
趣
。
況
隠
將
使
後
學
、
造
入
法
界

一
眞
之
境
、
能
無
困
蹟
耶
。
封
日
、
不
然
。
吾
聞

文
字
、
唖
離
即
是
解
脱
。
量
所
謂
瞭
棄
於
典
諾
乎
。
音
聲
腱
空
、
即
是
般
若
。
豊
所
謂
杜
絶
於
言
論
乎
。
故
夫
忘
笙
之
士
、
錐
龍
宮

海
藏
、
亦
未
足
。
爲
繁
執
指
之
徒
、
錐
三
絨
久
黙
、
亦
未
能
無
滞
忘
笙
執
指
在
人
根
之
利
鈍
。
亦
何
關
於
物
境
哉
。
若
夫
非
大
経
、

無
以
謹
法
界
之
性
。
徳
非
観
門
、
無
以
通
大
経
之
法
義
。
非
注
繹
、
無
以
聞
三
重
之
秘
門
、
非
序
引
、
無
以
見
注
繹
之
興
致
。
非
記
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解
、
無
以
曉
注
序
之
文
理
。
夫
如
是
則
何
支
離
沈
隠
之
有
哉
。
且
道
在
人
弘
理
因
言
顯
。
先
達
了
悟
、
非
言
詮
何
以
授
人
。
後
進
聴

尋
、
非
文
字
何
以
措
手
。
是
故
、
得
記
解
、
則
注
序
、
可
以
明
得
注
序
。
則
観
門
、
可
以
識
得
観
門
。
則
大
経
、
可
以
通
得
大
経
。

則
法
界
、
可
以
達
推
其
投
。
是
襲
診
必
先
於
記
、
是
則
通
玄
之
作
、
得
非
入
法
界
之
権
輿
乎
。
東
京
畳
上
人
、
素
業
華
嚴
、
存
心
妙

観
。
嘗
從
報
本
廣
智
和
尚
、
面
受
斯
文
、
深
加
考
霰
、
愛
其
剖
文
析
義
、
映
古
奪
今
、
諸
家
繁
街
之
文
、
例
皆
刊
正
。
自
昔
未
明
之

義
、
曲
爲
申
通
足
、
以
啓
迫
來
蒙
、
獲
明
観
智
。
然
恐
布
流
中
外
、
傳
寓
差
誰
。
於
是
、
蜴
力
募
縁
、
命
工
刻
板
。

輕
生
荷
法
垂
手
極
迷
頭
同
炮
、
不
爲
多
得
直
書
短
引
仰
賛
妙
縁
共
利
群
機
永
隆
佛
化
。

若
乃
窮
法
界
之
膿
用
、
叙
観
注
之
元
由
、
則
斐
公

・
観
序
巳
備
。
此
不
復
云
也
。
大
観
巳
丑
暮
秋
既
望
講
亭
叙
。

な
お
、
現
行
本
の

『
七
字
経
題
三
十
門
頒
』
は
帰
徳
法
雲
洒
掃
比
丘
踪
湛

(未
詳
)
の
集
解
に
係
り
、
本
崇

の
頒
に
対
す
る
彼
の
随
文

解
釈
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
『
円
覚
経
』
や

『肇
論
』
を
は
じ
め
と
す
る
諸
経
論
の
ほ
か
、
永
嘉
玄
覚

の

『
証
道
歌
』
・
傅
大
士
の

『
頒

金
剛
経
』
.
僧
環
の

『
信
心
銘
』
・
園
悟
克
勤

の
語
録
な
ど
を
引
用
し
、
禅
語
を
駆
使
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
彼
の
記
し
た
序
践
に
は

「時
正
大
元
年
歳
次
甲
申
仲
冬
望
日
記
」

(大
正
蔵
四
五

・
六
九
二

c
八
)
と
あ
り
、
正
大
元
年
は
金
朝

の
元
号
で
南
宋

の
嘉
定
十
七
年

(
一

二
二
四
)
に
相
当
す
る
こ
と
か
ら
、
『
七
字
経
題
三
十
門
頗
』
は
こ
の
こ
ろ
ま
で
北
方
で
流
布
し
伝
持
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
わ
か

る
。

三

北
宋
代
に
お
け
る

『
法
界
観
門
』
の
受
容

　ら
　

『
法
界
観
門
』
は
、
澄
観
が

『
法
界
玄
鏡
』
を
著
し
、
さ
ら
に
宗
密
が

『
註
法
界
観
門
』
を
著
し
て
か
ら
、
地
域

・、道
俗

・
学
派
を
問

わ
ず
多
く
の
人
々
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
た
め
、
唐
末
か
ら
北
宋
代
に
か
け
て
同
書
に
対
す
る
注
釈
書
が
頗
る
多
く
現
れ

る
。
こ
の
こ
と
は
木
村
清
孝
氏
も
触
れ
て
お
ら
れ
、
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
(『
義
天
録
』
)
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
十
四
種
の
書
名
と
、
『
通



　　
　

玄
記

』
な
ど
現
存
す
る
も
の
を
含
む
そ
の
他

の
七
種
の
書
名
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
も
、
宋
版
や
明
版

の

『
註
法
界
観
門
』
に
は

　　
　

好
烏

山
沙
門
智
蔵

の
注
し
た

『
略
法
界
観
門
』
が
合
刻
さ
れ
て
い
る
し
、
南
宋
代
に
は
師
会

(宋
朝
四
家
の

一
人
)

の
弟
子
の
善
嘉

(喜
)

が

『
捜
英
記
』
を
著
し
て
い
魏
。
そ
の
後
に
注
釈
書
が
著
さ
れ
た
記
録
は
確
認
で
き
な
い
が
、
北
宋
代
に
つ
い
て
言
え
ば
、
現
在
知
ら
れ

て
い
な
い
も

の
も
多
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
本
崇
と
時
代
を
接
す
る
浄
源
は
、
自
ら

の
著
し
た

『
法
界
観
門
助
脩
記
』

の
自
序
に
お
い
て
、
『
法
界
観
門
』
の
註
釈
者
と
し
て
四
人
の
名
を

四
家
と
称
し
て
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
に
お
い
て
互
い
に
相
違
が
あ

　　
　

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

菰
観
門
作
爲
砂
解
、
殆
盈
四
家
。
西
蜀
仁
周
法
師
、
開
寳
守
眞
大
師
、
漸
水
從
朗
法
師
、
景
徳
有
明
大
師
。
錐
皆
連
疏
累
偶
託
文
爲

謹
。
而
於
所
解
之
義
、
有
多
互
違
者
。
(義
天

『圓
宗
文
類
』
春

二
二
所
収
、
卍
続
蔵

一
〇
三

.
四
二
五

c
)
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こ
れ
ら
は
何
れ
も
現
存
せ
ず
、
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
浄
源
以
前

の

『法
界
観
門
』
の
注
釈
に
は
異
な
る
幾

つ
か
の

解
釈
が
あ

っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

や

ま

た
、
『法
界
観
門
』
ま
た
は

『註
法
界
観
門
』
そ
の
も
の
も
盛
ん
に
校
勘
刊
行
さ
れ

て
い
た
。
華
厳
を
中
興
し
た
浄
源
は
、
義
天
か
ら

得
た
高
麗
本
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
華
厳
関
係
文
献
を
収
集
し
、
校
勘
し
た
上
で
開
版
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に

『
註
法
界
観
門
』
も

含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
龍
蔵
本

『
註
法
界
観
門
』
の
巻
末
に
付
さ
れ
た
彼
の

「嘉
祐
重
校
注
法
界
観
門
後
序
」
に
よ

っ
て
確
認
さ
れ
る
。

…
…
上
都
諸
郡
、
鍍
版
流
行
、
互
有
否
威
者
不

一
。
炎
宋
皇
祐
中
、
因
　
呉
門
、
博
求
衆
本
、
労
索
輿
義
、
参

而
校
之
。
傍
治
科
文

一
冊

・
助
脩
記
両
巻
、
授
干
来
学
。
嘉
祐
五
年
春
、
又
以
所
校
観
門
、
再
請
雲
間
興
教
大
師

・
銭
塘
明
義
大
師
、
重
定
諸
本
、
用
伝

干
代
。
二
師
、
羽
教
翼
観
、
名
耀
四
方
、
既
考
其
辞
、
力
務
討
論
、
余
日
、
上
都
観
本
、
与
西
蜀
文
同
。
潭
州
印
本
、
注
義
前
却
。



本崇 『法界観 門通玄記』につい て130

楚
蜀
印
版
、
字
多
誰
脱
。
独
杭
本
、
注
文
加
千
余
字
。
若
乃
仰
古
規
、
今
按
文
責
義
、
唯
上
都

・
西
蜀
両
本
、
与
夫
玄
鏡

一
揆
。
誠

為
為
標
準
耳
。
源
日
、
唯
唯
越
二
年
、
有
好
事
者
、
特
募
深
信
、
刊
鍍
斯
文
、
匠
工
既
畢
。
懇
求
後
序
、
…
…
時
嘉
祐
七
年
壬
寅
休

夏
後
三
日
、
於
賢
聖
蔵
院
西
方
丈
序
。

こ

の
記
述
に
よ
れ
ば
、
上
都

(開
封
か
)
近
辺
で
刊
行
さ
れ
流
行
し
て
い
た

『註
法
界
観
門
』
に
は
文
に
出
入
が
あ

っ
た

の
で
、
浄
源

は
皇
祐
年
間

(
一
〇
四
九
～
五
三
)
に
江
南
で
多
く
の
テ
キ
ス
ト
を
求
め
、
こ
れ
ら
を
校
勘
し
て

『
科
文
』

一
冊
を

作
り
、
さ
ら
に
注
釈

し
て

『
助
脩
記
』
二
巻
を
著
し
た
。
そ
の
後
、
嘉
祐
五
年

(
一
〇
六
〇
)
春
に
、
自
ら
作
成
し
た
校
本
を
携
え
て
雲

間

(松
江
)

の
興
教

大
師
と
銭
塘

(杭
州
)
の
明
義
大
師

の
も
と

へ
赴
き
重
定
を
依
頼
し
た
。
二
師
は
と
も
に
教
と
観
と
に
精
通
す
る
名

の
知
れ
た
人
で
あ
り
、

討
論

の
末
、
上
都
本
と
西
蜀
本
と
は
文
が
同
じ
で
あ
る
が
、
潭
州
本
は
前
欠
で
、
楚
蜀
印
本
に
は
間
違

い
や
脱
字
が
多
く
、
杭
本
は
逆
に

千
余
字

の
加
筆
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
上
都
本
と
西
蜀
本
と
は
澄
観

の

『
法
界
玄
鏡
』
に
上
げ
て
い
る
本
文
と
同
じ
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
を
標
準
と
す
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
と
い
う
。
そ
の
二
年
後

の
嘉
祐
七
年

(
一
〇
六
二
)
に

「好
事
者
」
が
そ
の
テ
キ

ス
ト
を
刊
行
し
、
浄
源
が
求
め
に
応
じ
て
後
序
を
記
し
た
と
い
う
。

こ

の
こ
と
か
ら
、
『
註
法
界
観
門
』
は
北
宋
前
期
に
お
い
て
、
上
都
本

・
西
蜀
本

・
潭
州
本

・
楚
載
本

・
杭
本
な
ど

の
異
本
が
存
在
し
て

い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
ほ
か
、
江
南
に
は
こ
れ
ら
諸
本
が
収
集
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
浄
源
が
書

い
た

『科
文
』
と

『助
脩
記
』
は
浄
源

の
校

本
に
依

っ
て
お
り
、
そ
の
後
に
澄
観

の

『
法
界
玄
鏡
』
と
観
門

の
本
文
を
同
じ
く
す
る
上
都
本
お
よ
び
西
蜀
本
を
底
本
と
し
た
テ
キ

ス
ト
が
刊
行
さ
れ
、
浄
源
の
後
序
が
付
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
浄
源
の
後
序
を
有
す
る
テ
キ
ス
ト
は
清

の
龍
蔵
本

の
ほ
か
、
明

の
南

.
北
両
蔵
本
に
も
存
し
た
こ
と
が
、
明
末

の
智
旭

『閲
蔵
知
津
』
巻
四
十
二
の
記
載
に
よ

っ
て
窺
え
る
が
、
嘉

興
蔵
本
系
や
立
正
大

　　
　

学
図
書
館
蔵
の
明
版
に
は
存
在
し
な

い
。
北
宋
初
期
に

『法
界
観
門
』
や

『
註
法
界
観
門
』
が
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
た

こ
と
は
、
そ
れ
だ
け

多
く

の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
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四

教
観
井
修
論

本
崇

の
著
作
と
し
て
現
存
す
る
二
著
の
う
ち
、
『通
玄
記
』
で
は
教
理
学
的
な
解
釈
法
を
用
い
て
い
る
が
、
『
七
字
経
題
三
十
門
頬
』
は

「大
方
広
仏
華
厳
経
」
と
い
う
七
字
の
経
題
と

『
法
界
観
門
』
の
三
重
三
十
門
を
そ
れ
ぞ
れ
短

い
頬
に
ま
と
め
た
も

の
で
あ
り
、
禅
的
な

表
現
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
自

己
の
内
証
は
余
人
の
識
り
得
ぬ
こ
と
や
、
真
理
を

示
し
て
も
余
人
の
解

し
得
ぬ
こ
と
を
述

べ
ん
と
し
て
、

盤
雲
見
庭
歯
葬

玄
沙
特
地
週
遮

會
得
南
泉
親
的
旨

東
村
王
老
責
甜
瓜

と
頒
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
霊
雲
志
勤
が
桃
花
を
見
て
開
悟
し
た
と
き
の
偶
を
玄
沙
が
評
し
た
言
葉
や
、
南
泉
普
願
が

『肇
論
』
を
評
し

　　
　

た
陸
亘
大
夫
に
対
し
庭
前

の
花
を
指
し
て
真
を
捉
え
て
い
な
い
と
述
べ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
『
通
玄
記
』
で
も
、
『法
界
観
門
』
の
理

　ま

事
無
磯
観

の
理
遍
於
事
門
を
釈
す
際
に
、
僧
環

の

『
信
心
銘
』
を
引
い
て
解
釈
し
て
い
る
が
、
本
書
で
は
あ
ま
り
文
献
を
引
用
し
て
い
な

い
だ
け
に
、
こ
の
引
用
に
は
重
み
が
あ
る
。
彼
が
禅
宗
眼
を
以
て

『
法
界
観
門
』
を
講
じ
た
点
は
、
北
宋
代
に
み
ら
れ
る
教
観
井
修

の
立

場
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

北
宋
代

の
仏
教
で
は
、
天
台
で
あ
れ
華
厳
で
あ
れ
、
観
心
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
た
。
天
台
は
元
来
教
観
双
美
を
誇
る
が
、
浄
源
が

華
厳

の
立
場
か
ら
観
を
重
視
し
た
の
は
、
遠
く
は
宗
密
に
よ
る
観
心
門

の
重
視
や
教
禅

一
致
説
、
近
く
は
天
台
や
禅
が
台
頭
し
て
い
た
当

時

の
気
風
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
崇
と
同
時
代
に
華
厳
を
復
興
し
た
浄
源
は
、
宗
密
の
思
想
に
基
づ
き
、
教
理
と
禅
観
と

を
井
修
し
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
仏
法
を
全
う
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
義
天
が
弟
子
の
紬
秀
に
示
し
た

『示
新
参
学
徒
維
秀
』

(『
大
覚
国
師
文
集
』
巻

一
六
所
録
)
で
は
、
浄
源
が
語

っ
た
言
葉
を
次

の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

而
於
晋
水
法
師
講
下
、
粗
承
教
観
、
講
訓
之
暇
、
嘗
示
謳
云
、
不
學
観
唯
授
経
、
難
聞
五
周
因
果
、
而
不
達
三
重
性
徳
、
不
授
経
唯

学
観
、
錐
悟

三
重
性
徳
、
則
不
辮
五
周
因
果
。
夫
然
則
観
不
得
不
學
、
経
不
得
不
授
也
。
吾
之
所
以
壼
心
於
教
観
者
、
侃
服
斯
言
故


